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６月号 

   

5 月 24 日、光が丘地域で初めてのねりいち販売会、「ねりいち in 光が丘 IMA」が開催されました。5 月に入ってか

ら参加が決定したこともあり、販売日間際の告知であったにも関わらず、当日は多くのご家族の方、関係者の方が足

を運んでくださいました。皆さま、ありがとうございました。 

昨年度より、積極的に「ねりいち販売会」へ参加し、区役所、ココネリ、大泉図書館で定期的に販売会を行ってきま

した。毎回、利用者の皆さんにも参加いただいており、今回の「ねりいち in 光が丘 IMA」にも 3 名（全員初！！）が参

加しました。今後も、区内各所で販売会が開催されます。販売活動を通して、楽しみを持って、そして地域の方とのふ

れあいを大切にできるように。誰もが参加でき、一人ひとりに合わせた販売活動（場所・活動時間等）として展開できる

よう推進してまいります。       

田柄福祉園職員一同 

土曜トワイライト 1号車   5/27 

  

 

田柄より 

  

 

花火 

近隣散策 

カラオケ&ダンス 

リラックス 

夕食（ジョナサン） 

 元気でね 

  

 

４月末日をもって、利用者１名が卒業

（退園）されました。 

笑顔がとっても素敵で、いつも皆に幸

せをふりまいてくださいました。 

さみしくなりますが、これからも明るく元

気にお過ごしください。 



令和 5年 6月号（令和 5年 6月 8日発行）                                    様 

※写真は、ご利用者およびご家族のご承諾をいただき掲載しております。 
 

 

6月の「リモートＷｅｅｋ」の予定は下記の通りです。お時間のある方は、是非ご参加ください。 

1G 6月 20日（火）  P M 

時間帯など、詳細につきましては、後日

お知らせを配付いたします。 

2G 6月 22日（木）  A M 

3G 6月 21日（水）  P M 

4G 6月 23日（金）  A M 

5G 6月 21日（水）  A M 

 

6月のリモート Weekは全グループ視聴可能となっています！ 

興味のある方は是非他グループの活動もご覧ください！！ 

＊時間帯」につきましては、「ひまわり」を通じてお知らせいたします。 

＊ＩＤ、パスワードは、別途、お知らせ配布とメールにてお伝えいたします。 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売写真 

 

 

リモート日程 

  

 

編集後記 

  

 

5月 15日 

Coconeriにて（練馬駅）  

5月 24日 

光が丘 IMAにて 

医務だより 

  

 

5月 29日 

練馬区役所にて 

感染症の基本は手指衛生 

６月はいよいよ

グループ外出が

始まりますね！ 

梅雨にも入り、

なかなか外に出

られませんが、 

皆さんが楽しく

元気に過ごせま

すように。 

私たちが感染症にかかる要因の多くは、手に付着

した病原微生物（細菌・ウイルス等）が物に付着し、

そこからまた手を介して鼻や口、目から体に入ること

です。多くの病原微生物は、ドアノブ・手すり・エレベ

ーターボタン等を介して手から手へと拡がり、それが

感染のきっかけとなります。 

 このような理由から、日常の衛生対策として手指

衛生を心がけることで、自分自身を病原微生物から

守り、また感染症の拡大を防止することにもつながり

ます。 

 


